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雇用契約期間

「上限設けない」 6.7％
文部科学省大臣官房人事課調べ

「
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
検
討
中
」
名古屋大学

　
さ
す
が
に
「
契
約
更
新
に
通

算
５
年
以
内
の
上
限
を
設
け
る

（
別
途
の
無
期
転
換
制
度
は
な

い
）」
は
皆
無
で
あ
る
も
の
の
、

「
契
約
更
新
に
上
限
は
設
け
な

い
は
６
法
人
、
６
・
７
％
―
―
文

部
科
学
省
が
全
国
立
大
学
法
人

（
86
法
人
）
お
よ
び
大
学
共
同

利
用
機
関
法
人
（
４
法
人
）
に

対
し
て
実
施
し
た
、
こ
の
３
月

31
日
時
点
で
の
無
期
転
換
ル
ー

ル
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
の

調
査
結
果
で
す
（
左
表
）。

　
三
重
大
学
は
「
①
契
約
期
間

に
上
限
を
設
け
な
い
」
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て「
職
種
に
よ
っ

て
異
な
る
対
応
」
が
58
法
人
と

圧
倒
的
多
数
で
す
。
し
か
し
そ

の
内
容
は
、
用
務
補
佐
員
に
つ

い
て
は
「
人
員
確
保
の
観
点
か

ら
、
勤
務
成
績
、
勤
務
意
欲
等

の
評
価
の
上
、
雇
用
更
新
の
限

度
の
５
年
を
超
え
て
更
新
し
て

い
る
」、
リ
サ
ー
チ
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
「
審

査
を
経
て
、
無
期
転
換
を
可
能

と
す
る
方
針
」
賭
し
つ
つ
も
そ

の
他
は
「
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

検
討
中
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
都
大
学
で
は
、「
時

間
雇
用
教
職
員
等
の
通
算
任
期

を
原
則
５
年
と
し
て
い
る
が
、

部
局
が
特
に
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
選
考
の
上
、
通
算
５

年
を
超
え
て
雇
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
例
外
措
置
を
設
け
て
い

る
」、
非
常
勤
講
師
や
研
究
職

の
職
種
に
つ
い
て
は
５
年
任
期

の
適
用
外
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ま
だ
決
め
て
い

な
い
大
学
も
多
数
で
す
。
三
重

大
学
に
は
他
大
学
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
適
正
に
規
程
を
遵

守
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

無期転換問題

　「
い
ち
お
う
基
準
の
数
字
の
な

か
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ケ
イ
酸
塩
が

水
道
水
よ
り
も
多
い
。
少
し
具

体
的
な
対
応
を
し
た
。
取
水
の

最
初
の
段
階
の
水
は
大
き
な
数

字
が
出
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

使
わ
な
い
で
流
す
と
か
、
少
し

濃
度
を
下
げ
る
た
め
に
、
市
中

の
水
道
水
と
混
合
し
て
、
濃
度

を
下
げ
る
。
そ
れ
で
見
た
数
字

を
追
っ
て
み
る
」
―
―
５
月
30

日
の
安
全
衛
生
委
員
会
で
の
尾

藤
事
務
局
長
の
回
答
で
す
。

　
炭
沈
澱
が
こ
れ
で
ど
の
く
ら

い
緩
和
さ
れ
た
の
か
、
ポ
ッ
ト

の
劣
化
の
具
合
な
ど
ご
確
認
の

う
え
で
、
ご
意
見
等
を
組
合
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に

追
及
し
ま
す
。

「
市
の
水
道
水
を
混
合
し

濃
度
下
げ
る
」（
尾
藤
局
長
）

水
道
水



非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

２０１７年　６月　６日（火）　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１７０号　（２）

森本敏『防衛装備庁　防衛産業とその将来』（海竜社、2016年）

＊
全
大
教
の
掲
示
板
に
、
鳥
取

大
の
小
林
勝
年
委
員
長
か
ら
書

き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
本

人
の
承
諾
を
得
て
転
載
し
ま
す
。

　
昨
年
度
末
よ
り
交
渉
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー

試
験
外
国
語
リ
ス
ニ
ン
グ
手
当

が
新
設
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
根
拠
は
他
の

試
験
監
督
と
は
異
な
り
監
督
事

項
が
多
い
こ
と
並
び
に
参
加
義

務
の
あ
る
説
明
会
の
回
数
が
多

　本書は、以下の構成になっています。

第１章　防衛装備移転３原則採用後の変化

第2章　Ｆ－35問題

第３章　豪州との潜水艦問題

第4章　インドとのＵＳ－２救難飛行艇

　　　問題とアジアへの装備移転

第５章　デュアルユーステクノロジー（両

　　　用技術）

第6章　日本の防衛産業と技術開発

第７章　防衛装備庁の新設と展望

　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　＊

　現在、三重大学を含む各大学で、防衛装備庁の研究資金であ

る「安全保障技術研究推進制度」のとりあつかいをめぐって、真

剣な検討がされています。本書は、森本敏拓殖大学特任教授（元

防衛大臣）が、2011年の「防衛装備品等の海外移転に関する基準」、

2014年４月の「武器輸出3原則」の廃止と「防衛装備移転３原則」

の閣議決定、さらには（2015年の防衛装備庁の新設にともなう）「政

策変更と機構改正という大きな節目に当たり、日本の防衛装備の

開発・生産・技術開発・取得・国際協力・国際貢献など広範にわ

たる課題について、現状や今後の展望に関する専門家の意見をま

とめた」ものです。

　上記の見出しから一見してわかるのは、ここでいう防衛装備品

研究の位置づけが、純然たる〝産業政策〟であることです。すな

わち、日本が武器を開発して外国に売りさばくというものです。

　そこには、軍事技術にあるはずの〝国家機密〟という意識が欠

落しているように思われます。このような考え方に基づいて活用

される「安全保障技術研究推進制度」とは、ほんとうに日本の安

全保障のためのものなのか。根本的な疑問が募ります。

本の紹介

い
と
い
う
組
合
側
の
主
張
が
全

面
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
但
し
、
金
額
の
決
定

は
来
月
の
役
員
会
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
る
予
定
。
当
初
、
法
人
は
他

大
学
の
手
当
を
参
考
に
し
て
検

討
し
た
い
と
渋
っ
て
い
ま
し
た

が
、
超
過
勤
務
手
当
の
有
無
や

休
日
振
替
の
扱
い
等
に
よ
っ
て

一
律
に
比
較
で
き
な
い
と
判
断

し
、
業
務
量
を
勘
案
し
て
の
手

当
新
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

鳥
取
大
で
リ
ス
ニ
ン
グ
手
当

セ
ン
タ
ー
試
験

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

奨
学
金
署
名　

53
名
か
ら

　
全
大
教
も
加
盟
す
る
「
国
民

の
た
め
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充

を
め
ざ
し
、
無
償
教
育
を
す
す

め
る
会
」（
奨
学
金
の
会
）
が

呼
び
か
け
た
署
名
に
、
人
文
学

部
か
ら
も
53
名
分
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
既
報
の
よ
う
に
こ
の
署
名
運

動
は
、
こ
の
４
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
「
給
付
制
奨
学
金
制
度
」

（
返
還
義
務
が
な
い
も
の
）
を

さ
ら
に
拡
充
さ
せ
、「
す
べ
て

の
段
階
の
教
育
無
償
化
を
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
」
を
目
標
に

と
り
く
ま
れ
て
い
る
も
の
。

　
現
在
、
日
本
学
生
支
援
機
構

が
運
営
す
る
奨
学
金
の
う
ち
、

２
％
も
の
金
利
が
つ
け
ら
れ
る

も
の
が
７
割
を
占
め
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
せ
っ
か
く
大
学
を

卒
業
し
て
も
、
そ
の
瞬
間
に

３
０
０
万
円
も
の
借
金
を
背
負

わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
進
学
を
断
念
す
る

者
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
業
に
専

念
で
き
な
い
者
、
卒
業
後
に
返

還
困
難
に
陥
る
者
が
増
え
、
社

会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
国
憲
法
26

条
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く

教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
」
と
、
国
が
法
律
を
制
定
し

て
国
民
の
教
育
の
機
会
を
均
等

に
保
障
す
る
義
務
を
定
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
際
人
権
規
約

（
社
会
権
）
13
条
は
、
高
等
教

育
の
漸
進
的
無
償
化
を
明
記
し

て
い
ま
す
。
金
利
が
つ
か
ず
、

返
還
義
務
の
な
い
給
付
制
奨
学

金
は
、
政
府
の
憲
法
と
権
規
約

上
の
責
任
で
す
。

　
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
て
、

と
り
く
み
続
け
ま
す
。


